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研究成果の概要（和文）： 
糖尿病やメタボリックシンドロームなど生活習慣病のリスクファクターとその予防と治療に
不可欠な生活習慣療法の意義と効果を検討するために、医学・栄養学・運動科学・統計学を統
合した臨床疫学的手法を駆使して、保健・医療現場で役立つ臨床エビデンスを多数確立した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 To investigate effects and significance of lifestyles and their modification on management and 
prevention of life-style related diseases such as type 2 diabetes or metabolic syndrome, we integrated 
various related scientific fields involving medicine, nutritional and exercise sciences, statistics and 
established enormous number of clinical evidences including 54 original articles in international quality 
journals. 
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研究分野：内科学 
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キーワード：生活習慣病・科学的エビデンス、健康寿命、生活習慣改善 
 
１．研究開始当初の背景 
生活習慣の改善は、糖尿病やメタボリックシ
ンドロームなど生活習慣病の克服に不可欠であ
るが、十分に実行されていない。その最大の理
由の一つは、生活習慣病のリスクファクターや
生活習慣改善の有効性を証明した信頼しうる具
体的データが不足しているため、苦労して生活
習慣を変えることによるメリットが確信できな
いからである。 
 
２．研究の目的 
保健・医療の現場や国民の日常生活に直接当
てはめて活かすことができる科学的エビデ
ンスの確立のため、医学・栄養学・運動科学・
統計学を統合した生活習慣病学を推進する。
すなわち青少年から高齢者まで、健常者から
生活習慣病患者まで、リスク評価から実践介
入まで、を系統的に網羅したサブプロジェク
トを推進することにより、生活習慣改善がな
し得ることの全貌を解明し、人々の健康寿命
の延伸と生活の質向上に貢献し、今後の健康
科学研究の基礎資料とすることを目的とし
た。 
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３．研究の方法 
下記の各サブプロジェクトを実施した。 
サブプロジェクト[1] 既存の生活習慣研究の定
量的メタアナリシスによるエビデンス化－定量
的メタアナリシス手法を用いた生活習慣療法の
最上位エビデンスの創成 
サブプロジェクト[2] 青少年における将来の生
活習慣病発症リスクファクターの確立－伝統校
同窓会コホートを活用した超長期ヒストリカ
ル・コホート研究 
サブプロジェクト[3] 青少年における効果的な
生活習慣教育法の確立－小児肥満と若年女性の
やせを標的とした食育による介入研究 
サブプロジェクト[4] 中高齢者におけるより効
率的な生活習慣病検診システムの開発－健診蓄
積データを活用した効率的な生活習慣病・動脈
硬化疾患予知システムの開発 
サブプロジェクト[5] すでに生活習慣病を有す
る中高齢者の二次予防エビデンスの確立－糖尿
病をモデルにした合併症の二次予防のための生
活習慣療法エビデンスの確立 
サブプロジェクト[6] 高齢者の健康寿命延伸の
ための生活習慣改善エビデンスの確立         
－高齢者コホートを活用した高齢者における食
事と運動の改善による効果の検討 
サブプロジェクト[7] 生活習慣・健康科学情報
の適切な広報・報道・教育法の開発－健康情報
の質の評価とメディア等を通じた適切な情報伝
達手法の確立 
 
４．研究成果 
 各年度にわたり、きわめて多数の成果が発表
された。主要なもののみでも英文原著論文 159
件、国際学会発表 51 件に及ぶ。英文原著論文の
多くが、欧米の学会誌または Lancet など世界的
なクオリティジャーナルに掲載されており、高
い注目を集めると共に、わが国のみならず世界
の生活習慣病の予防・治療現場で役立つことが
評価されてきた。 
たとえば、より正確な糖尿病発症や糖尿病合
併症の予測に関するデータ、日本人糖尿病患者
の特徴、脂質異常症に関する各種ガイドライン
の整備、から、早食いが肥満を助長すること、
インターネット健康情報の正確性評価、日本人
若年女性のやせすぎの影響など生活習慣病全般
にわたる。 
これらは現場の診療や保健活動にそのまま役
立てられることを意識してなされた研究である。
同時にこれらの成果をわかりやすく、保健医療
現場や一般市民に還元すべく、総説、著書、メ
ディア、講演などを活用して、科学的エビデン
スに基づく生活習慣病予防・診療の普及にも努
力してきた。 
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